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２０２６年
の
目標 国際生＆先生恒

例新年アンケート

昨
年
の
漢
字
は「
楽
」

３
年
生

　

２
０
２
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
年
の
初
め
、
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
な
ど
を
考
え
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
新
聞
部
は
毎
年
恒
例
、
国
際
生
と
先
生
に
今
年
の
目
標
や
、
２
０
２
５

年
を
振
り
返
っ
て
ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
の
か
を
聞
い
て
み
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
２
０
２
６

年
が
午
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
あ
ふ
れ
た
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。�

【
古
川
優
香
】

た
か
ら�

（
１
年
）

「
嬉
」
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い

う
れ
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
年
だ
っ
た
か
ら�

（
１
年
）

「
恋
」
大
恋
愛
を
し
た
か
ら（

１
年
）

「
米
」
コ
メ
の
あ
り
が
た
み
を
知

っ
た
か
ら�

（
２
年
）

「
開
」
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と

や
、
感
じ
た
こ
と
を
表
に
出
し
た

り
、
内
気
な
自
分
が
留
学
に
行
っ

て
知
ら
な
い
人
と
の
交
流
を
行
っ

た
か
ら�

（
２
年
）

「
成
」
中
学
、
高
１
よ
り
も
学
習

面
・
精
神
面
で
の
成
長
を
感
じ
た

か
ら�

（
２
年
）

「
初
」
初
め
て
万
博
に
行
っ
て
、

初
め
て
見
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
り
、
初
め
て
研
修
旅
行
に
も

行
っ
て
し
っ
か
り
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
た
。
初
め
て
が
多
か
っ

た
年
だ
っ
た�

（
２
年
）

「
踏
」
踏
ん
張
っ
て
頑
張
っ
た
。

一
歩
ず
つ
踏
み
出
せ
た�

（
３
年
）

「
鯖
」
鯖
の
味
噌
煮
を
今
年
初
め

て
食
べ
て
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

美
味
し
か
っ
た
か
ら�

（
３
年
）

「
眠
」
３
年
生
に
な
る
と
忙
し
く

な
り
睡
眠
が
十
分
に
取
れ
ず
眠
か

っ
た
か
ら�

（
３
年
）

「
雲
」
将
来
や
受
験
に
対
す
る
不

安
で
心
の
中
の
天
気
は
曇
り
だ
っ

た�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

「
連
」
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
連
覇
な
ど
の
〇
の
部
分

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
戦
闘
の

連
続
や
中
東
戦
争
の
連
鎖
な
ど
×

の
部
分
が
目
立
っ
た
か
ら

（
大
塚
先
生
）

「
忍
」
耐
え
忍
ぶ
こ
と
が
多
か
っ

た
か
ら�

（
端
野
先
生
）

「
視
」
様
々
な
分
野
の
動
画
を
視

聴
し
て
学
ん
だ
か
ら（
山
田
先
生
）

「
新
」
新
た
な
学
年
で
新
た
な
生

徒
た
ち
と
出
会
っ
た（
庄
司
先
生
）

　

新
た
な
環
境
で
、
毎
日
が
新
た

な
発
見
と
学
び
直
し
の
一
年
で
し

た�

（
吉
國
先
生
）

「
急
」
何
を
す
る
に
も
急
い
で
い

た
気
が
し
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

の
一
年
だ
っ
た
か
ら（
高
道
先
生
）

「
会
」
多
く
の
人
と
出
会
い
、
経

験
を
通
し
て
自
分
自
身
に
も
出
会

え
た
か
ら�

（
淺
井
先
生
）

「
寿
」
初
の
担
任
や
結
婚
な
ど
、

今
ま
で
一
番
忙
し
い
慌
た
だ
し
い

年
だ
っ
た
か
ら�

（
砂
田
先
生
）

「
挑
」
初
め
て
ピ
ア
ノ
に
挑
戦
し

た
。
チ
ー
ム
（
部
活
）
も
一
か
ら

挑
戦
し
た�

（
橘
川
先
生
）

「
孫
」
次
女
が
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か

り
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
実
家
に
連
れ

て
く
る
の
で
、
孫
守
り
に
励
ん
だ

（
本
波
先
生
）

「
静
」Life goes on

（
ワ
ン
先
生
）

Ｑ
２
．
去
年
、
一
番
頑
張
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

全
学
年
共
通
で
多
か
っ
た
の
が

「
部
活
動
」「
勉
強
」
で
、
１
年

生
は
高
校
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
る
た
め
に
「
規
則
正
し
い
生

活
」、
２
年
生
は
「
学
校
行
事
の

運
営
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
３
年

生
は
そ
れ
に
加
え
て
、
最
後
の
高

校
生
活
を
楽
し
み
、
受
験
を
乗
り

越
え
た
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る

結
果
と
な
っ
た
。

が
多
数
を
占
め
た
。
ど
の
学
年

も
、
多
く
の
人
が
情
熱
に
燃
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
そ
の
他
】

で
き
る
だ
け
後
悔
を
な
く
す（１

年
）

留
学
や
海
外
研
修
を
頑
張
る（

１
年
）

自
分
ら
し
く
前
向
き
に
取
り
組
む

（
１
年
）

校
長
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、「
い
い
感
じ
」
に
し
た
い

（
１
年
）

家
族
を
甲
子
園
に
連
れ
て
行
く

（
１
年
）

素
敵
な
人
に
な
る�

（
２
年
）

部
活
と
学
校
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

る�

（
２
年
）

大
学
受
験
に
向
け
て
、
資
格
や
良

い
成
績
を
取
る�

（
２
年
）

自
分
の
気
持
ち
に
嘘
つ
か
な
い

（
２
年
）

筋
肉
を
つ
け
る�

（
３
年
）

中
国
語
の
勉
強
を
頑
張
る（
３
年
）

継
続
力
を
高
め
る�

（
３
年
）

大
学
生
活
に
慣
れ
な
が
ら
も
、
資

格
を
取
る�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

無
事
故
・
無
違
反
・
ゴ
ー
ル
ド
免

許�

（
山
田
先
生
）

昨
年
よ
り
も
甘
い
ス
イ
カ
を
育
て

る�

（
紫
先
生
）

昨
日
の
自
分
に
勝
つ
！（

淺
井
先
生
）

問
題
解
決
を
う
ま
く
乗
り
切
る

（
端
野
先
生
）

Healthy�

（
ワ
ン
先
生
）

Ｑ
４
．
今
年
は
ど
ん
な
年
に
し
た

い
で
す
か

　

「
さ
ら
に
成
長
で
き
る
年
」

「
健
康
に
過
ご
せ
る
年
」
な
ど
の

自
己
研
鑽
や
体
調
管
理
に
努
め
る

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
１
年
生

【
そ
の
他
】

英
語
の
勉
強�

（
１
年
）

色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

（
１
年
）

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ�

（
１
年
）

自
分
か
ら
話
し
か
け
て
、
友
達
を

作
る
こ
と�

（
１
年
）

親
の
手
伝
い
と
田
植
え
と
勉
強

（
１
年
）

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
た（
１
年
）

部
活
で
い
い
結
果
を
残
す
た
め
に

た
く
さ
ん
練
習
し
た
こ
と（
２
年
）

毎
日
元
気
で
学
校
に
行
く（
２
年
）

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ�

（
２
年
）

無
遅
刻
無
欠
席�

（
２
年
）

文
化
祭
や
体
育
祭
の
準
備（
２
年
）

情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選（

２
年
）

大
学
受
験
と
そ
の
対
策�

（
３
年
）

早
起
き
し
て
学
校
に
行
く
こ
と

（
３
年
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
使
い

方�

（
３
年
）

メ
ン
タ
ル
ケ
ア�

（
３
年
）

食
べ
る
こ
と�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

犬
の
世
話�

（
藤
森
先
生
）

結
婚
の
準
備�

（
砂
田
先
生
）

読
書�

（
作
農
先
生
）

マ
ラ
ソ
ン
の
練
習�

（
串
田
先
生
）

通
勤�

（
山
田
先
生
）

Ｑ
３
．
今
年
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

全
学
年
を
通
し
て
「
受
験
や
英

検
の
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
今
で
き
る
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
意
欲
的
な

回
答
や
、「
健
康
管
理
を
す
る
」

と
い
う
自
己
研
鑽
に
努
め
る
声
が

多
か
っ
た
。
ま
た
、
３
年
生
は
新

生
活
へ
の
期
待
が
あ
ふ
れ
る
回
答

は
高
校
生
活
２
年
目
に
突
入
す
る

意
気
込
み
、
２
年
生
は
高
校
生
活

最
後
に
向
け
て
の
決
意
、
そ
し
て

３
年
生
は
、
環
境
が
変
化
す
る
こ

と
に
伴
っ
て
新
た
に
挑
戦
し
た
い

こ
と
な
ど
個
性
的
な
思
い
が
感
じ

ら
れ
た
。

【
そ
の
他
】

笑
顔
あ
ふ
れ
る
年�

（
１
年
）

努
力
が
実
る
、
努
力
を
実
ら
せ
る

年�

（
１
年
）

財
布
を
な
く
さ
な
い
年�

（
１
年
）

午
の
よ
う
に
駆
け
抜
け
た
い（

１
年
）

「
愛
」
こ
れ
が
大
事�

（
１
年
）

全
て
を
成
し
遂
げ
る
年
に
す
る
！

（
２
年
）

自
分
の
夢
を
叶
え
に
行
く
年（

２
年
）

カ
ロ
リ
ー
を
摂
り
す
ぎ
な
い
！

（
２
年
）

時
間
を
一
つ
一
つ
大
切
に
す
る

（
２
年
）

自
分
の
人
生
の
転
換
期
に
な
る
年

（
２
年
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
マ
イ
ン
ド
の
年（

３
年
）

華
々
し
い
大
学
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、

大
学
４
年
間
の
最
高
の
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
年
（
３
年
）

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
す
る

（
３
年
）

頑
張
っ
た
！
と
言
え
る
年
に
し
た

い�

（
３
年
）

【
先
生
編
】

関
わ
る
人
全
て
を
幸
せ
に
し
た
い

（
野
村
先
生
）

十
分
な
睡
眠
と
早
起
き
を
し
て
い

き
た
い�

（
作
農
先
生
）

健
康�

（
片
山
先
生
）

自
律
し
た
年�

（
田
畑
先
生
）

や
れ
る
限
り
や
り
切
る
年

（
山
田
先
生
）

が
ら
、
来
年
の
受
験
を
意
識
し
た

漢
字
や
、
多
忙
さ
を
表
す
漢
字
が

今
年
は
多
か
っ
た
。
３
年
生
も
一

番
多
か
っ
た
漢
字
は
「
楽
」、
続

い
て
「
努
」「
頑
」「
勉
」
と
、
受

験
勉
強
の
た
め
に
努
力
を
続
け
た

よ
う
だ
。

【
そ
の
他
】

「
熊
」
富
山
県
南
部
を
中
心
に
自

分
の
家
の
近
く
に
も
熊
が
頻
出
、

ニ
ュ
ー
ス
や
生
活
に
影
響
が
あ
っ

Ｑ
１
．
あ
な
た
の
去
年
１
年
間

を
、
漢
字
１
文
字
で
表
す
と
？

　

１
年
生
全
体
で
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
楽
」、
時
点
が
僅
差
で

「
新
」、
続
い
て
「
幸
」、「
頑
」

「
努
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
。
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
２
年
生
も
「
楽
」
が
圧
倒

的
多
数
だ
が
、「
勉
」「
努
」「
頑
」

が
続
く
。
高
校
生
活
を
楽
し
み
な

挑戦して成長１ 年生

楽しさと覚悟２ 年生

自分を高める３ 年生

情熱に燃える年に
１
年
生
書
道
選
択
者
の
書
き
初
め
（
今
年
の
抱
負
）

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年
８
月
か
ら
ド
イ
ツ
・
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
のMarie-Curie-

Gymnasium Neuss

（
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
・
ノ
イ
ス
）
に
留
学
し
て

い
る
松
本
昇
さ
ん
（
２２
Ｈ
・
新
聞
部
員
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

ド
イ
ツ
の
良
さ
を
見
つ
け
る
日
々

松
本　
昇
さ
ん（
２２
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ド
イ
ツ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

　

Guten Tag!

ド
イ
ツ
に
留
学
し

て
い
る
２
年
生
の
松
本
昇
で
す
！

　

皆
さ
ん
、
冬
休
み
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？
私
は
本

場
ド
イ
ツ
で
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
行
っ
た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
り
な
ど
、
今

ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
ド

イ
ツ
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
以
外
に
も

魅
力
が
た
く
さ
ん
！
そ
こ
で
、
皆

さ
ん
に
ド
イ
ツ
の
魅
力
と
私
が
ど

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の
か
を

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

私
が
住
む
ノ
イ
ス
市
は
ド
イ
ツ

の
西
側
、
ラ
イ
ン
川
の
す
ぐ
そ
ば

に
位
置
す
る
街
で
、
２
千
年
以
上

の
古
い
歴
史
を
持
つ
古
都
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
郊
に
は

州
都
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
や
ケ
ル

ン
、
ド
ル
ト
ム
ン
ト
な
ど
大
都
市

が
多
く
、
日
本
企
業
も
多
く
進
出

し
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
で
の
生
活
は
英
語
だ
け

で
は
難
し
く
、
ド
イ
ツ
語
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
街
の
標
識
や
看
板
は

す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
、
英
語

を
話
せ
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

ま
た
授
業
は
す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で

行
わ
れ
、
理
解
す
る
の
に
一
苦

労
。
テ
ス
ト
は
日
本
と
同
じ
レ
ベ

ル
の
問
題
が
ド
イ
ツ
語
で
出
さ
れ

る
た
め
、
ド
イ
ツ
語
の
習
得
が
最

優
先
で
す
。
で
す
が
、
ド
イ
ツ
は

移
民
が
多
い
国
の
た
め
多
く
の
学

校
で
移
民
生
徒
向
け
の
初
心
者
ド

イ
ツ
語
ク
ラ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
私
の
学
校
に
は
ト
ル

コ
系
や
パ
キ
ス
タ
ン
人
、
ス
リ
ラ

ン
カ
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
な
ど
様
々
な
人
種
の
人

が
多
く
集
ま
っ
て
お
り
、
私
の
ク

ラ
ス
は
ド
イ
ツ
人
の
ほ
う
が
少
な

い
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
移
民
が
社

会
的
問
題
と
し
て
た
び
た
び
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
留
学
を
し

て
い
る
と
ド
イ
ツ
の
社
会
は
移
民

に
依
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
実
際
に
生
活

を
し
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
全
体
が

移
民
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
状

況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
の
人
や

場
所
で
英
語
が
伝
わ
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
ド
イ
ツ
語
の
大
切
さ

が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
は
ま

だ
ま
だ
勉
強
の
途
中
で
す
が
、
最

近
少
し
ド
イ
ツ
語
で
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が

学
校
生
活
で
強
く
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
周
り
の
生
徒
の
言
語
習
得

能
力
の
高
さ
で
す
。
私
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
の
友
人
は
去
年
ド
イ
ツ
に

移
住
し
、
１
年
で
ド
イ
ツ
語
を
マ

ス
タ
ー
し
て
ド
イ
ツ
語
で
授
業
や

テ
ス
ト
を
受
け
た
り
、
会
話
を
し

た
り
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
友
人
は
ト
ル
コ
語
が
母
国
語

で
あ
り
な
が
ら
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
住
ん
で
い
た
経
験
が
あ
る
た

め
、
カ
ザ
フ
語
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
幅
広
い
言

語
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

本
人
が
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
の
は
非

常
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
周
り
の
友
人
た
ち
が
良
い
影

響
を
与
え
て
く
れ
る
た
め
、
楽
し

く
ド
イ
ツ
語
の
学
習
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
英
語

い
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
英
語
の
他
に
も
話

せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
！

　

ド
イ
ツ
で
生
活
し
て
い
る
と
ド

イ
ツ
文
化
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
世

界
遺
産
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ケ
ル

ン
大
聖
堂
。
約
１
５
７
㍍
の
そ
の

高
さ
は
圧
巻
で
あ
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
で
訪
れ
た

ブ
レ
ー
メ
ン
で
は
市
役
所
も
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
１５
世

紀
の
ゴ
シ
ッ
ク
彫
刻
と
１７
世
紀
の

バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
を
一
度
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
イ
ツ
文
化

の
美
し
さ
は
建
物
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
１０
月
に
オ
ク
ト
ー
バ
ー

フ
ェ
ス
ト
、
１２
月
に
ク
リ
ス
マ

ス
、
４
月
に
イ
ー
ス
タ
ー
。
時
期

に
よ
っ
て
街
の
雰
囲
気
が
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
り
、
季
節
ご
と
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
食
べ
物
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
料

理
な
ど
美
味
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
。
特
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
種
類
が

豊
富
で
季
節
、
地
域
に
よ
っ
て
味

が
違
い
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
美
味

し
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
売
ら

れ
て
い
る
安
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
も

日
本
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
よ
り
美
味
し

い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ド
イ
ツ
に
来
て
み
た
際
は
ス

ー
パ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
！

　

ド
イ
ツ
に
来
て
す
で
に
４
か
月

と
半
分
。
こ
れ
か
ら
留
学
の
折
り

返
し
に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
ド
イ
ツ
の
良
さ
を
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
学
校
で
学
ん
で
い

る
こ
と
は
、
進
路
に
ど
の
よ
う
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
将
来

の
夢
が
明
確
で
な
い
私
た
ち
に
と
っ

て
、
勉
強
を
す
る
意
味
が
わ
か
ら
な

く
な
る
瞬
間
は
少
な
く
な
い
は
ず

だ
。「
こ
の
教
科
は
将
来
、
役
に
立
つ
の
か
」
と
疑
問
を
抱
い
た
人
も

多
い
の
で
は
★
し
か
し
、
学
校
で
学
ん
で
い
る
の
は
、
テ
ス
ト
に
出
る

知
識
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
数
学
は
、
答
え
が
す
ぐ
に
出
な
く
て

も
、
途
中
式
を
書
き
直
し
た
り
、
何
度
も
考
え
直
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
最
後
ま
で
解
き
切
る
力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
社
会

に
出
て
様
々
な
課
題
に
直
面
し
た
時
、
粘
り
強
く
考
え
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
解
決
す
る
力
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
提
出
物

の
期
限
を
守
る
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ
活
動
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
重

要
な
学
び
だ
。
こ
れ
ら
は
、
進
学
し
て
も
就
職
し
て
も
求
め
ら
れ
る
基

本
的
な
姿
勢
に
な
る
★
進
路
と
は
、
今
の
時
点
で
一
つ
に
決
め
る
も
の

で
は
な
く
、
経
験
を
重
ね
る
中
で
少
し
ず
つ
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
学
ん
で
い
る
こ
と
が
す
ぐ
に
将
来
と
結
び
つ
か

な
く
て
も
、
そ
の
過
程
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
学

校
生
活
の
中
で
の
失
敗
や
迷
い
も
、
進
路
を
考
え
る
上
で
大
切
な
材
料

に
な
る
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
に
合

う
道
や
苦
手
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
は
意
味
が
な
い
よ

う
に
思
え
る
学
び
も
、
後
に
な
っ
て
自
分
を
支
え
る
力
に
な
る
と
考
え

れ
ば
、
日
々
の
勉
強
や
活
動
に
向
き
合
う
姿
勢
も
少
し
変
わ
る
の
で
は

な
い
か
。�

【
閔
璱
基
】

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

（
松
本
さ
ん
は
左
端
）

　

第
３５
回
文
化
祭
が
１０
月
３１
日
、「Universe

～
輝
け
、
私
た
ち
の
色
～
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

ハンドベルの演奏を披露する １年生＝短大体育館
　

短
大
体
育
館
で
各
ク
ラ
ス
独
自

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
身
を
包
ん
だ
全
校

生
徒
が
鑑
賞
し
た
ス
テ
ー
ジ
は
、

開
会
宣
言
の
後
、
１
年
生
の
音
楽

選
択
者
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

と
合
唱
で
幕
開
け
。
長
期
留
学
か

ら
帰
国
し
た
国
際
英
語
コ
ー
ス
３

年
生
が
現
地
で
の
体
験
や
学
校
で

の
様
子
な
ど
を
流
ち
ょ
う
な
英
語

で
発
表
し
、
続
け
て
、
３
年
生
代

表
が
探
究
活
動
の
成
果
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
が
「
機
械
の

眼
」
と
題
し
、
最
先
端
の
研
究
成

果
の
数
々
を
披
露
。
生
徒
ら
は
感

心
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
鑑
賞
の
後
は
各
展
示

の
自
由
鑑
賞
時
間
と
な
り
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
体

験
型
の
展
示
を
準
備
し
た
１
、
２

年
生
の
教
室
に
多
く
の
生
徒
が
集

ま
っ
て
い
た
。
家
庭
部
は
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
を
各
フ
ロ
ア
で
移
動
販
売

し
、
茶
道
部
は
国
際
交
流
室
で
お

茶
の
お
も
て
な
し
、
吹
奏
楽
部
は

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
文
化
部

の
展
示
も
行
わ
れ
、
生
徒
ら
と
２

５
０
人
を
超
え
る
保
護
者
が
各
会

場
を
回
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。
模

擬
店
も
盛
況
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前
で
特
製
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
の

他
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
に
行
列
が
で

き
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
よ
る
も

な
か
ア
イ
ス
の
提
供
も
あ
っ
た
。

　

閉
会
行
事
で
ク
ラ
ス
展
示
の
表

彰
が
あ
り
、
校
長
賞
に
「
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
」
の
世
界
観
を
作

り
上
げ
た
１
年
１
組
の
「Alice 

in Yuki world

」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

賞
に
１
年
３
組
の
脱
出
ゲ
ー
ム

「
昭
和
・
平
成
館
」
が
輝
い
た
。

写
真
で
振
り
返
る
恒
例
の
放
送
部

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
で
締
め
く

く
ら
れ
た
。

個
性
の
色 

輝
く

第
３５
回
文
化
祭 

開
催

が
基
本
で
、
簡
単
な
ド
イ
ツ
語
を

交
え
な
が
ら
会
話
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
両
親
と

年
下
の
妹
が
二
人
で
、
一
番
下
の

妹
以
外
み
ん
な
英
語
を
流
ち
ょ
う

に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ド
イ

ツ
に
留
学
し
て
い
る
他
の
生
徒
の

話
を
聞
く
と
、
す
べ
て
の
家
族
が

英
語
を
流
ち
ょ
う
に
話
す
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
基
本
的

に
ド
イ
ツ
語
で
し
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
と
い
う
生

徒
も
多
く
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
に
留

学
す
る
良
さ
の
一
つ
で
あ
る
新
し

　

近
年
、
ニ
ュ
ー
ス
で
「
人
口

減
少
」
と
い
う
言
葉
を
何
度
も

耳
に
す
る
。
少
子
化
対
策
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
政
治
の
場
で

も
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
高
市

早
苗
首
相
も
「
日
本
最
大
の
問

題
は
人
口
減
少
だ
」
と
強
調
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

発
言
を
聞
い
て
も
、「
自
分
た

ち
に
は
関
係
な
い
話
」
と
受
け

流
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
は
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人

口
減
少
は
将
来
の
日
本
の
問
題

で
あ
り
、
そ
の
深
刻
さ
を
実
感

し
て
い
る
人
は
決
し
て
多
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実
際

に
は
、
そ
の
影
響
は
す
で
に
私

た
ち
の
身
近
に
現
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
私
た
ち
高
校
生
に

身
近
な
存
在
で
あ
る
学
校
に
目

を
向
け
て
み
る
。
ク
ラ
ス
の
数

が
減
っ
た
り
、
部
活
動
で
部
員

が
減
少
し
た
り
し
て
い
く
こ
と

は
珍
し
く
な
い
。
学
校
の
統
合

や
廃
校
の
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
地
域
に
目

を
向
け
れ
ば
、
商
店
街
の
衰
退
や

空
き
家
の
増
加
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
。
こ
う
し
た
変
化

は
、「
人
口
減
少
」
が

す
で
に
進
行
し
て
い
る

現
実
を
示
し
て
い
る
。

　

実
際
、
総
務
省
の
発

表
に
よ
る
と
、
日
本
の

人
口
は
１６
年
連
続
で
減

少
し
て
お
り
、
昨
年
度

は
前
年
度
か
ら
約
９１
万

人
減
少
し
た
。
し
か

も
、
減
少
数
は
過
去
最

大
を
更
新
し
て
い
る
。

人
口
が
減
る
と
い
う
こ

と
は
、
将
来
働
く
世
代

の
数
が
減
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
一
人
一
人

の
負
担
が
今
よ
り
も
大
き
く
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

私
た
ち
高
校
生
が
社
会
に
出
る
頃

に
、
の
し
か
か
っ
て
く
る
問
題
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
政
府

は
少
子
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て

支
援
の
充
実
化
や
経
済
的
援
助
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
進
め
て

き
た
。

　

人
口
減
少
の
背
景
に
は
、
結
婚

や
出
産
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
子
ど
も

を
持
ち
た
い
」
と
思
っ
て
も
、
学

費
や
生
活
費
へ
の
不
安
、
将
来
の

収
入
へ
の
不
安
が
重
な
り
、
簡
単

に
決
断
で
き
な
い
人
が
増
え
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
安
定
し
た
生
活
を

求
め
る
若
者
に
と
っ

て
、
将
来
を
見
通
せ
な

い
社
会
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
不
安
要

素
と
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
選
択
を
し
に
く

く
し
て
い
る
社
会
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
見
つ

め
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
出
生
数
を
増
や
す
こ

と
ば
か
り
目
を
向
け
る

の
で
は
な
く
、
若
者
が

将
来
に
希
望
を
持
ち
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
だ
。
進

学
や
就
職
を
考
え
る
私
た
ち
高
校

生
に
と
っ
て
も
、「
こ
の
社
会
で

生
き
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
不
安
は
決
し
て
小
さ
く

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
若
者

が
何
を
求
め
、
何
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
の
か
を
社
会
全
体
で

受
け
止
め
る
姿
勢
が
必
要
だ
と

感
じ
る
。

　

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
こ
の
問
題
の
影
響
を
最

も
長
く
受
け
る
の
は
、
私
た
ち

高
校
生
の
世
代
だ
と
い
う
こ
と

だ
。「
仕
方
の
な
い
こ
と
」
と

思
わ
ず
、
人
口
減
少
を
自
分
ご

と
と
し
て
捉
え
、
興
味
・
感
心

を
持
ち
、
考
え
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
す
ぐ
に
状
況
が

大
き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
無
関
心
で
い
る
こ
と
こ
そ

が
、
こ
の
状
況
を
深
刻
に
さ
せ

て
し
ま
う
。
人
口
減
少
の
時
代

を
生
き
る
当
事
者
と
し
て
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
問
題
と

向
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

止まらない人口減少
高校生の未来は？

部 説

姉
妹
校・大
田
外
国
語
高
校
が
来
校

　

韓
国
・
大
田
広
域
市
に
あ
る
姉
妹
校
、
大
田
外
国
語
高
校
か
ら

の
訪
問
団
が
１
月
２１
日
に
来
校
し
た
。
本
校
へ
の
訪
問
交
流
は
２

０
１
７
年
１
月
以
降
、
４
回
目
。
同
校
と
は
２
０
１
８
年
に
姉
妹

校
提
携
を
結
び
、
定
期
的
に
相
互
訪
問
し
て
い
る
。

　

来
校
し
た
の
は
日
本
語
科
１
年

生
の
２６
人
と
引
率
の
先
生
３
人
。

こ
の
日
、
午
前
中
は
ホ
ス
ト
生
の

ク
ラ
ス
で
一
緒
に
授
業
を
受
け
、

午
後
は
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
を
体
験
し
た
。
国
際
英
語
コ
ー

ス
１
年
生
と
の
交
流
会
で
は
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
英
語
や
韓
国

語
、
日
本
語
で
好
き
な
音
楽
や
料

理
な
ど
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
。

　

華
道
体
験
で
は
、
韓
国
の
生
徒

が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
思
い
浮

か
べ
て
キ
ク
や
ガ
ー
ベ
ラ
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
を
生
け
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
贈
る
花
束
を
作
っ
た
。

　

光
彩
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
歓
迎

式
で
は
互
い
の
学
校
や
地
元
に
つ

い
て
紹
介
し
、
本
校
生
徒
に
よ
る

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
や
歌
の

披
露
で
盛
り
上
が
っ
た
。
韓
国
の

生
徒
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
自

国
の
文
化
な
ど
を
紹
介
し
た
。
キ

ム
・
ガ
ン
ミ
ン
さ
ん
は
「
国
際
高

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
会

話
が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

楽しそうに花を生け交流する両校の生徒
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集集
手手
集
手
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高
校
生
活
ほ
ど
儚
い
も
の
は
な
い
。

キ
ヨ
ジ

ど
の
く
ら
い
雪
積
も
る
か
な
あ

　
　

す
の
ー

今
年
も
健
康
に
過
ご
し
た
い

雪
だ
る
ま

カ
イ
ロ
で
低
音
火
傷
泣　

と
う
ゆ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
ば
っ
く　

ハ
ラ
ハ
ラ

大
学
入
試
が
近
づ
い
て
き
て
し
ん

ど
い�

　

昆
虫
好
き

寒
す
ぎ
て
マ
ッ
ク
の
ホ
ッ
ト
パ
イ

た
べ
た
い�

　

春
い
つ
来
る
の

寒
い
か
ら
布
団
か
ら
で
た
く
な
い

ｐ
ｐ
ｐ

は
や
く
雪
積
も
っ
て
家
に
ず
っ
と

お
り
た
い
で
す�

　

い
ち
ご

お
疲
れ
様
で
し
た
。
寒
く
て
眠
い

で
す�

　

抹
茶

年
賀
状
友
達
に
送
ろ
う
と
思
っ
た

け
ど
や
め
ま
し
た�

ト
ッ
ポ
ギ

命
の
重
み
伝
え
る

命
の
重
み
伝
え
る

２１２１
年
目
の
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」

年
目
の
「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」

　

２１
年
目
と
な
る
恒
例
行
事
「
地

球
の
ス
テ
ー
ジ
」
が
１２
月
１０
日
、

短
大
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
の
代
表

で
心
療
内
科
医
の
桑
山
紀
彦
さ
ん

が
、
紛
争
地
な
ど
で
の
経
験
や
出

会
っ
た
人
々
と
の
物
語
を
自
作
の

音
楽
と
映
像
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

シンガポール
コース

2 年生
研修旅行５コースで貴重な体験５コースで貴重な体験
特 集 　 ２年生は１２月１５日から、海外 ３、国内 ２コースに分か

れて研修旅行に出かけた。今回のコースと参加人数は、
シンガポール１０６人、オーストラリア１７人、韓国４２人、
関東４５人、沖縄２５人。
　今回も有意義な研修にするため、コースごとに事前学
習に取り組んでから出発した。各コースとも、貴重な体
験をして実りある研修になったようだ。各コースに参加
した新聞部員（＋α）による紀行文と写真を掲載する。

焼
肉
が
有
名
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
。
そ
し
て
、

ホ
テ
ル
に
着
き
リ
ッ
キ
ー
さ
ん
と

別
れ
、
２
日
目
の
活
動
を
終
え
た
。

　

３
日
目
、
７
時
１５
分
に
ホ
テ
ル

を
出
発
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ジ
ョ

ホ
ー
ル
バ
ル
へ
向
か
っ
た
。
９
時

３０
分
、
シ
ナ
ラ
ン
村
に
到
着
し
、

少
し
の
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
は
日
本

と
大
き
く
違
い
、
マ
レ
ー
系
で
イ

ス
ラ
ム
教
を
国
教
と
し
、
食
文
化

も
ハ
ラ
ル
料
理
が
根
付
い
て
右
手

で
食
べ
る
と
い
う
食
べ
方
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
伝
統

の
遊
び
で
あ
る
チ
ョ
ン
カ
を
ル
ー

ル
を
教
わ
り
な
が
ら
遊
ん
だ
。
１３

時
３０
分
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
を
車

窓
か
ら
観
光
し
た
。
１７
時
３０
分
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
再
入
国
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
で
ナ
イ
ト
サ

フ
ァ
リ
の
見
学
を
行
っ
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
動
物
の
生
活
を
２
日

目
よ
り
も
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

４
日
目
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修

最
終
日
だ
っ
た
こ
の
日
は
１０
時
か

ら
自
主
研
修
。
私
た
ち
の
班
は
ア

ー
ト
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ
足
を
運
ん
だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
自
然
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

施
設
に
あ
る
チ
ー
ム
ラ
ボ
に
入

り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
１８
時
４５
分
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
空
港
に
到
着
し
、
翌
日
１

時
２０
分
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
日

本
へ
の
帰
路
に
就
い
た
。

【
田
辺
一
真
】

　

初
日
の
１５
日
は
、
富
山
空
港
か

ら
羽
田
空
港
を
経
由
し
、
金
浦
空

港
へ
と
向
か
っ
た
。
長
時
間
の
移

動
と
な
っ
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
無
事
に
韓
国
へ
到
着
し

た
。
こ
の
日
は
移
動
を
中
心
と
し

た
行
程
と
な
り
、
ホ
テ
ル
で
翌
日

か
ら
の
活
動
に
備
え
た
。
初
め
て

海
外
を
訪
れ
る
生
徒
も
多
く
、
空

港
や
街
の
雰
囲
気
に
触
れ
な
が

ら
、
期
待
と
緊
張
が
入
り
混
じ
っ

た
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
ま
ず
、
ソ
ウ
ル
市
内

の
半
日
観
光
。
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
昌
徳
宮
で
は
、

自
然
と
調
和
し
た
宮
殿
造
り
に
触

れ
、
韓
国
の
歴
史
の
深
さ
を
感
じ

た
。
ま
た
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が

建
造
物
や
韓
国
の
歴
史
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
し
た
。
北
村
韓
屋
村

で
は
、
伝
統
的
な
家
屋
が
今
も
生

活
の
場
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
歴
史

あ
る
建
造
物
や
街
並
み
に
触
れ
、

韓
国
の
伝
統
文
化
を
身
近
に
感
じ

る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
芸
術

と
文
化
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
仁

寺
洞
屋
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
南

大
門
市
場
を
散
策
し
、
歴
史
と
現

在
の
生
活
が
共
存
す
る
様
子
を
感

じ
た
。
午
後
か
ら
は
韓
服
体
験
や

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
体
験
、
韓
国

料
理
体
験
を
行
い
、
衣
・
食
・
文

化
の
三
つ
の
側
面
か
ら
韓
国
の
魅

力
を
学
ん
だ
。

　

３
日
目
は
Ｂ
＆
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
、
現
地
の
大
学
生
と
交

流
し
な
が
ら
観
光
し
た
。
日
本
語

や
英
語
を
交
え
た
会
話
を
し
な
が

ら
、
自
分
た
ち
が
行
き
た
い
場
所

へ
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
お
す

す
め
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
り
し
た
。
国
を
越
え
た
つ
な

が
り
を
実
感
す
る
機
会
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
明
洞
で
班
別
自
由

行
動
を
実
施
し
た
。
夜
に
は
Ｎ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ａ
明
洞
公
演
を
鑑
賞
し
、
言

葉
に
頼
ら
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

班
は
リ
ッ
キ
ー
・
ホ
ー
さ
ん
と
と

も
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
に

向
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い

動
物
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
生
活

し
て
い
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
動
物
園
を
出
た
後
、
飲

食
店
に
入
り
昼
食
を
取
っ
て
、
リ

ッ
キ
ー
さ
ん
に
質
問
を
し
た
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
生
活
、
そ
の
歴
史

や
文
化
、
話
せ
る
言
語
、
日
本
に

関
す
る
知
識
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
だ
。
特
に
日
本
に
関
す
る
質
問

で
は
、「
日
本
語
は
難
し
い
が
興
味

が
あ
る
、日
本
に
つ
い
て
は
温
泉
、

ン
公
園
へ
向
か
っ
た
。
そ
こ
で
バ

ス
の
号
車
順
に
全
体
写
真
の
撮
影

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
集
合
時
間

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
し
た
。
１９
時
か
ら
食
事

会
場
に
て
夕
食
を
と
り
、
２０
時
４５

分
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
１
日
目

の
活
動
を
終
え
た
。

　

２
日
目
は
１０
時
か
ら
Ｂ
＆
Ｓ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
班
に
１
人
の
大
学
生
が
混
ざ

り
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
つ
い
て
の
見
聞
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
た
。
私
た
ち
の

　

私
た
ち
は
１２
月
１５
日
か
ら
１９

日
、
３
泊
５
日
に
わ
た
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
研
修
旅
行
を
行
い
、
１

０
６
人
の
生
徒
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

チ
ャ
ン
ギ
空
港
か
ら
マ
ー
ラ
イ
オ

有意義な４日間過ごす

マーライオン公園で

リ
ー
ズ
・
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
た
。
最
初

に
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
・
ボ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
に
参
加
し
た
。
間
近
で
見

る
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
は
迫
力
が
あ

り
、
餌
を
食
べ
る
姿
は
非
常
に
見

応
え
が
あ
っ
た
。
ク
ル
ー
ズ
の

後
、
熱
帯
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
ハ
ー
ト
リ
ー
ズ
の
敷
地

内
に
あ
る
世
界
遺
産
の
森
に
植
林

を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
。
そ
の

後
、
園
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ラ
ン

チ
を
行
っ
た
。
食
後
は
各
自
で
動

物
園
内
を
散
策
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
を
象
徴
す
る
動
物
で
あ
る
カ

ン
ガ
ル
ー
や
コ
ア
ラ
、
ウ
ォ
ン
バ

ッ
ト
な
ど
を
見
た
り
、
カ
ン
ガ
ル

ー
に
餌
を
与
え
た
り
し
た
。
１７
時

か
ら
は
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

各
自
夕
食
を
と
っ
た
。

　

３
日
目
は
、
９
時
か
ら
Ｂ
＆
Ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
。
各
班

に
１
人
の
大
学
生
が
加
わ
り
、
ケ

ア
ン
ズ
の
街
を
散
策
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
だ
。
私
た
ち
の
班
は
ミ
ッ

チ
さ
ん
と
行
動
を
共
に
し
た
。
ま

ず
自
己
紹
介
を
し
て
、
話
を
し
て

い
く
う
ち
に
ミ
ッ
チ
さ
ん
が
日
本

の
ア
ニ
メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
好

き
だ
と
知
り
、
一
気
に
会
話
が
盛

り
上
が
っ
た
。
昼
食
は
レ
ス
ト
ラ

ン
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た
。

お
肉
の
種
類
や
辛
さ
ま
で
選
択
肢

が
豊
富
だ
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
向
か
う
道
中
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や
歴
史
、
有

名
な
も
の
に
つ
い
て
ミ
ッ
チ
さ
ん

と
話
を
し
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
中
に
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
美
味
し
い
チ
ッ
プ
ス
を
教
え

て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
お
土
産

を
買
っ
た
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
に
着

き
、
大
学
生
の
皆
さ
ん
と
お
別
れ

し
た
後
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

各
自
夕
食
を
済
ま
せ
た
。
２０
時
１５

分
か
ら
ワ
イ
ル
ド
ア
ニ
マ
ル
探
検

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
こ
の
ツ
ア

ー
で
は
野
生
の
動
物
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
開
始
時
は

雨
が
降
っ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
さ
ん

か
ら
「
動
物
は
あ
ま
り
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
し

か
し
、
普
段
は
ツ
ア
ー
で
１０
～
２０

匹
程
度
の
ワ
ラ
ビ
ー
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

今
回
は
４０
匹
以
上
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
後
、
ワ
ラ
ビ
ー
の

看
板
の
前
で
同
じ
ポ
ー
ズ
を
し
て

写
真
を
撮
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
終
わ

り
に
は
雨
も
上
が
り
、
美
し
い
星

空
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
３
日
目
が
終

了
し
た
。

　

４
日
目
は
、
ケ
ア
ン
ズ
空
港
か

ら
成
田
空
港
へ
移
動
し
、
成
田
で

宿
泊
し
た
。
翌
日
の
１３
時
５４
分
、

富
山
で
解
散
し
た
。�

【
Ｈ
Ｍ
】

　

１
日
目
は
、
富
山
駅
か
ら
成
田

空
港
へ
移
動
し
た
。
成
田
空
港
で

集
合
写
真
を
撮
り
、
ケ
ア
ン
ズ
に

向
け
て
出
発
し
た
。

　

２
日
目
は
、
１０
時
か
ら
ハ
ー
ト

　

私
た
ち
は
、
１２
月
１５
日
か
ら
１９

日
ま
で
３
泊
５
日
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
旅
行
に
参
加
し
た
。
こ

の
コ
ー
ス
は
１６
人
の
生
徒
が
参
加

し
た
。

ケアンズのエスプラネード・ラグーンで

ソウルの世界遺産、昌徳宮の仁政殿前で

東京湾ランチクルーズに出発＝日の出ふ頭エイサー体験＝恩納村ふれあい体験学習センター熱く語りかける桑山さん＝短大体育館

韓国
コース

関東
コース

沖縄
コース

文
化
や
人
の

温
か
さ
に
触
れ
る

「初めて」多く かけがえない体験に空気や人の営み 肌で感じる

　

初
日
は
、
東
京
湾
ラ
ン
チ
ク
ル

ー
ズ
で
綺
麗
な
東
京
湾
を
一
望
し

な
が
ら
昼
食
を
と
っ
た
後
、
チ
ー

ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
に
行
っ
た
。

チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ
ツ
に
は

W
ater

、Garden

、
運
動
の
森
、

Forest

エ
リ
ア
が
あ
っ
た
が
特
に

印
象
に
残
っ
た
も
の
が
あ
る
。

W
ater

エ
リ
ア
は
、
裸
足
で
水
の

中
に
入
り
、
膝
丈
ま
で
水
に
浸
か

る
作
品
が
中
心
だ
っ
た
。
光
の
粒

子
が
流
れ
る
滝
の
よ
う
な
坂
道
を
、

水
に
浸
か
り
な
が
ら
上
が
り
、
水

面
に
映
る
鯉
が
描
く
軌
跡
が
美
し

い
場
所
が
あ
っ
た
。
と
て
も
没
入

感
が
あ
り
楽
し
い
エ
リ
ア
だ
っ

た
。Garden

エ
リ
ア
は
本
物
の

花
や
苔
を
使
っ
た
自
然
と
デ
ジ
タ

ル
が
融
合
し
た
空
間
だ
っ
た
。
１

万
３
千
株
以
上
の
生
き
た
ラ
ン
の

花
が
空
間
を
埋
め
尽
く
し
、
人
が

近
づ
く
と
花
が
上
が
り
道
が
生
ま

れ
た
。
床
は
鏡
に
な
っ
て
い
て
、

花
た
ち
に
囲
ま
れ
る
没
入
感
が
味

わ
え
た
。
ま
た
、
劇
団
四
季
の

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
鑑
賞
は
、

舞
台
全
体
を
使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
出
に
と
て
も
感
動
し
た
。

　

２
日
目
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

　

１２
月
１６
日
、
小
松
空
港
側
で
轟

音
を
響
か
せ
て
離
陸
す
る
戦
闘
機

の
姿
に
興
奮
し
つ
つ
機
内
へ
。
泣

い
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
あ

や
す
Ｃ
Ａ
さ
ん
の
姿
に
、
旅
の
始

ま
り
か
ら
温
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
那
覇
に
到
着

し
て
最
初
に
驚
い
た
の
は
、
噂
に

聞
い
て
い
た
激
し
い
交
通
渋
滞
で

す
。
ゆ
っ
た
り
し
た
南
国
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
違
う
、
沖
縄
の
都
市
と

し
て
の
一
面
を
垣
間
見
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
守
礼
門
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
こ
こ
で
は
沖
縄
の
お
ば
ち

ゃ
ん
た
ち
の
巧
み
な
セ
ー
ル
ス
ト

ー
ク
に
完
敗
し
、
気
づ
け
ば
手
に

は
予
定
以
上
の
大
量
の
お
土
産
が

…
。
続
く
国
際
通
り
で
は
、
そ
の

長
さ
と
活
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
移
動
中
の
貸
切
バ
ス
に
一
般

の
方
が
間
違
え
て
乗
り
込
ん
で
く

る
と
い
う
珍
事
件
に
は
、
車
内
が

驚
き
と
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

美
ら
海
水
族
館
で
雄
大
な
海
の
世

界
に
触
れ
た
後
、
ホ
テ
ル
の
部
屋

の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
え
た
夕
暮
れ

の
ビ
ー
チ
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
景

色
で
す
。

　

３
日
目
は
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄

ー
に
行
っ
た
。
高
さ
が
６
３
４
㍍

あ
り
、
自
分
の
想
像
し
て
い
た
以

上
の
高
さ
に
驚
い
た
。最
上
階
ま
で

上
が
る
と
東
京
の
景
色
は
見
渡
す

限
り
ビ
ル
ば
か
り
で
、い
つ
も
の
見

慣
れ
た
富
山
の
景
色
よ
り
も
込
み

合
っ
て
い
た
。TOKYO GLOBAL 

GATEW
AY

を
訪
れ
、
海
外
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
場
所
で
い

つ
も
と
違
う
環
境
の
中
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
世
界
を
体
験
し
た
。

　

３
日
目
は
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
を
訪
れ
た
。
私
は
初
め
て
行

っ
た
が
、
人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

つ
つ
、
タ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
テ
ラ
ー

に
い
ざ
乗
っ
て
み
る
と
気
絶
し
そ

う
に
な
っ
た
。

　

最
終
日
は
都
内
近
郊
で
自
由
行

動
を
し
た
。
私
は
池
袋
の
ア
ニ
メ

イ
ト
ま
で
行
き
、
漫
画
や
グ
ッ
ズ

を
買
っ
た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
で
は
、
普
段
な

か
な
か
行
け
な
い
場
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
、
私
が
初
め
て
な
こ
と

も
多
く
貴
重
な
４
日
間
と
な
っ

た
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
経
験

を
活
か
し
、
自
分
の
成
長
に
つ
な

げ
な
が
ら
今
後
の
高
校
生
活
を
よ

り
充
実
さ
せ
た
い
。�

【
Ｏ
Ｓ
】

へ
。
強
風
の
影
響
で
一
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
運
休
だ
っ
た
の
は

残
念
で
し
た
が
、
メ
イ
ン
の
ダ
イ

ナ
ソ
ー
サ
フ
ァ
リ
の
ス
リ
ル
は
十

分
で
し
た
。
そ
し
て
、
恩
納
村
で

の
エ
イ
サ
ー
鑑
賞
。
太
鼓
の
鋭
い

音
と
力
強
い
踊
り
を
間
近
で
見

て
、
沖
縄
の
人
々
が
守
り
続
け
て

き
た
伝
統
の
魂
に
触
れ
た
気
が
し

て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
帰
り
の
飛
行
機
ま
で

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
連
続
で
し
た
。
プ

ロ
バ
ス
ケ
チ
ー
ム
「
琉
球
ゴ
ー
ル

デ
ン
キ
ン
グ
ス
」
の
選
手
と
同
じ

便
だ
っ
た
り
、
搭
乗
初
日
に
見
か

け
た
あ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
再
会
し
た

り
。
美
ら
海
水
族
館
コ
ラ
ボ
の
機

体
に
乗
れ
た
こ
と
も
良
い
思
い
出

で
す
。

　

こ
の
４
日
間
を
通
じ
て
、
私
は

沖
縄
の
「
熱
量
」
を
感
じ
ま
し

た
。
渋
滞
の
多
さ
も
、
お
ば
ち
ゃ

ん
の
元
気
も
、
エ
イ
サ
ー
の
激
し

さ
も
、
す
べ
て
が
生
き
生
き
と
し

て
い
ま
し
た
。
た
だ
観
光
地
を
巡

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
の
空

気
や
人
の
営
み
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
、
旅
の
本
当
の
醍
醐
味
な
の

だ
と
学
び
ま
し
た
。�

【
Ｙ
Ｏ
】

オーストラリア
コース

文化・歴史・自然を満喫

の
迫
力
や
表
現
力
に
魅
了
さ
れ
た
。

　

４
日
目
は
午
前
中
に
ロ
ッ
テ
ワ

ー
ル
ド
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
訪

れ
、
班
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
っ
た
り
、
食

べ
物
を
食
べ
た
り
し
て
楽
し
ん

だ
。
午
後
か
ら
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド

ソ
ウ
ル
ス
カ
イ
へ
移
動
し
、
展
望

台
か
ら
ソ
ウ
ル
市
内
を
一
望
し

た
。
高
層
階
か
ら
見
る
街
並
み
は

印
象
的
で
、
多
く
の
生
徒
が
写
真

を
撮
り
感
動
し
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
た
。
夕
食
に
は
サ
ム
ギ
ョ
プ

サ
ル
を
笑
顔
で
楽
し
ん
だ
。

　

最
終
日
の
１９
日
は
、
金
浦
空
港

か
ら
羽
田
空
港
を
経
由
し
て
富
山

空
港
へ
。
５
日
間
と
い
う
短
い
期

間
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
の
研
修

を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
韓
国
の
文

化
や
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
、
視

野
を
広
げ
る
貴
重
な
時
間
に
な
っ

た
。�

【
西
森
麻
葉
】

　

今
回
の
公
演
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
そ
し
て
激
し

い
紛
争
が
続
く
パ
レ
ス
チ
ナ
を
主

題
と
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１６
番
（
平

和
と
公
正
）、
１７
番
（
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
）
と
関
連
付
け
な
が
ら

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ

た
。
耳
を
傾
け
た
多
く
の
生
徒
の

心
を
動
か
し
、「
平
和
」
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　　【特集】


